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データベースのバックアップを作成する

表領域、データ・ファイル、制御ファイルなど、データベース全体またはデータベース
の一部のバックアップを作成できます。

このタスクについて

SnapManager は、NFS、Veritasなど、ホスト側の多くのストレージスタックにわたって、データベース
にSnapshotコピー機能を提供します。

管理者は、 Oracle RMAN にバックアップを登録することもできます。これにより、 RMAN を使用したデー
タベースのリストアとリカバリが容易になり、ブロックなどのより細かい単位でデータベースをリストアおよ
びリカバリできます。

プロファイルを定義する際に、そのプロファイルのバックアップによって作成される Snapshot コピーの名前
をカスタマイズできます。たとえば'*hops *'というプレフィックス文字列を挿入して’High Operationsバックア
ップを示すことができます

バックアップで作成される Snapshot コピーに一意の名前を定義するだけでなく、バックアップ自体に一意の
ラベルを作成することもできます。バックアップを作成するときは’バックアップ名を指定することをお勧め
しますしたがって'-label’パラメータを使用してバックアップを容易に識別できますこの名前は、特定のプロフ
ァイルに作成されるすべてのバックアップに対して一意である必要があります。名前には、アルファベット、
数字、アンダースコア（ _ ）、およびハイフン（ - ）を使用できます。1 文字目をハイフンにすることはでき
ません。ラベルでは大文字と小文字が区別されます。オペレーティングシステムの環境変数、システムの日
付、バックアップタイプなどの情報を追加できます。

ラベルを指定しない場合、SnapManager はデフォルトのラベル名を「scope_mode_datestring」という形式
で作成します。ここで、scopeはfullまたはpartialで、modeはoffline、online、またはautomaticです（mode

はcoldの場合は「c」、h’はh'、automaticの場合は「a」）。

SnapManager 3.4 では、 SnapManager で作成されたデフォルトのバックアップ・ラベルを上書きすることに
より、独自のバックアップ・ラベルを指定できます。override.default.backup.pattern`パラメータの値を*true*

に設定し'`new.default.backup.pattern`パラメータで新しいバックアップ・ラベルを指定する必要がありますバ
ックアップラベルのパターンには、データベース名、プロファイル名、スコープ、モード、ホスト名など、ア
ンダースコアで区切る必要のあるキーワードを含めることができます。たとえ
ば、「new.default.backup.pattern=dbname_profile_hostname_scope_mode`」と入力します。

生成されたラベルの末尾にタイムスタンプが自動的に追加されます。

コメントを入力するときは、スペースと特殊文字を使用できます。一方、ラベルを入力する場合は、スペース
や特殊文字は使用しないでください。

バックアップごとに、 SnapManager は自動的に 32 文字の 16 進数ストリングの GUID を生成します。GUID

を確認するには'-verboseオプションを指定して’backup list’コマンドを実行する必要があります

データベースのフルバックアップは、オンラインまたはオフラインの間に作成できます。SnapManager がデ
ータベースのバックアップをオンラインとオフラインのどちらであるかに関係なく処理できるようにするに
は’auto’オプションを使用する必要があります

バックアップの作成時に、プルーニングをイネーブルにし、サマリー通知がプロファイルでイネーブルになっ
ている場合は、 2 つの個別の電子メールがトリガーされます。1 つの E メールはバックアップ処理用で、も
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う 1 つはプルーニング用です。これらの E メールに含まれるバックアップ名とバックアップ ID を比較する
ことで、これらの E メールを関連付けることができます。

データベースがシャットダウン状態のときにコールドバックアップを作成できます。データベースがマウント
状態の場合は、シャットダウン状態に変更し、オフラインバックアップ（コールドバックアップ）を実行しま
す。

SnapManager （ 3.2 以降）では、アーカイブ・ログ・ファイルをデータ・ファイルとは別にバックアップで
きるため、アーカイブ・ログ・ファイルを効率的に管理できます。

アーカイブ・ログ・バックアップを個別に作成するには’新しいプロファイルを作成するか’または既存のプロ
ファイルを更新して’別個の-archivedlog -bbackupsオプションを使用してアーカイブ・ログ・バックアップを
分離する必要がありますプロファイルを使用すると、次の SnapManager 処理を実行できます。

• アーカイブログのバックアップを作成します。

• アーカイブログバックアップを削除する。

• アーカイブログバックアップをマウントします。

• アーカイブログのバックアップを解放します。

バックアップオプションは、プロファイルの設定によって異なります。

• 分離されていないプロファイルを使用してアーカイブ・ログ・バックアップを個別に作成すると、次の処
理を実行できます。

◦ フルバックアップを作成します。

◦ パーシャル・バックアップを作成します。

◦ アーカイブログファイル用にバックアップするアーカイブログのデスティネーションを指定します。

◦ バックアップから除外するアーカイブログの送信先を指定します。

◦ アーカイブ・ログ・デスティネーションからアーカイブ・ログ・ファイルを削除する場合のプルーニ
ング・オプションを指定します。

• 分離されたプロファイルを使用してアーカイブ・ログ・バックアップを作成すると、次のことが可能にな
ります。

◦ データファイルのみのバックアップを作成

◦ アーカイブログのみのバックアップを作成する

◦ データファイルのみのバックアップを作成する場合は、アーカイブログのバックアップに加え、クロ
ーニング用のオンラインデータファイルのみのバックアップも含めます。

アーカイブ・ログ・バックアップとデータ・ファイルを SnapManager GUI から * Profile Create * ウ
ィザードの * Profile Settings * ページに含めた場合は、次の手順を実行します。 また、 * バックアッ
プの作成 * ウィザードで * アーカイブ・ログ * オプションを選択していない場合、 SnapManager は常
に、すべてのオンライン・バックアップのデータ・ファイルとともにアーカイブ・ログ・バックアッ
プを作成します。

このような場合、 SnapManager CLI から、 SnapManager 構成ファイルで指定された除外デスティネ
ーションを除く、バックアップのすべてのアーカイブログデスティネーションを検討できます。ただ
し、これらのアーカイブログファイルの削除はできません。ただし'-archivelogsオプションを使用して
アーカイブ・ログ・ファイルの保存先を指定し’アーカイブ・ログ・ファイルをSnapManager CLIから
削除することもできます
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-auto’オプションを使用してバックアップを作成し'-archivelogsオプションを指定した場合は’バックア
ップの現在のステータスに基づいてSnapManager によってオンラインまたはオフラインのいずれかの
バックアップが作成されます

▪ SnapManager では、データベースがオフラインのときにオフラインバックアップが作成されま
す。バックアップにアーカイブログファイルは含まれません。

▪ SnapManager は、データベースがオンラインのときに、アーカイブ・ログ・ファイルを含むオン
ライン・バックアップを作成します。

◦ アーカイブログのみのバックアップの作成中：

▪ アーカイブログのみのバックアップとともにバックアップするアーカイブログのデスティネーシ
ョンを指定します

▪ アーカイブログのみのバックアップから除外するアーカイブログのデスティネーションを指定し
ます

▪ アーカイブ・ログ・デスティネーションからアーカイブ・ログ・ファイルを削除する場合のプル
ーニング・オプションを指定します

• * シナリオはサポートされていません *

◦ アーカイブログのみのバックアップは、オフラインデータファイルのみのバックアップとともに作成
することはできません。

◦ アーカイブログファイルがバックアップされていない場合は、アーカイブログファイルの削除はでき
ません。

◦ アーカイブログファイルに対して Flash Recovery Area （ FRA ）が有効になっている場合は、アーカ
イブログファイルのプルーニングを実行できません。

Flash Recovery Areaでアーカイブ・ログの場所を指定する場合は’archive_log_destパラメータでアー
カイブ・ログの場所も指定する必要があります

アーカイブログのバックアップを作成するときは、完全なアーカイブログのデスティネーショ
ンパスを二重引用符で囲み、デスティネーションパスをカンマで区切って入力する必要があり
ます。パスの区切り文字は、 1 つではなく 2 つのバックスラッシュ（ \\ ）で指定する必要があ
ります。

オンラインデータファイルバックアップのラベルをアーカイブログバックアップとともに指定すると、データ
ファイルバックアップのラベルが適用され、アーカイブログバックアップには接尾辞（「_logs」）が付きま
す。このサフィックスを設定するには、SnapManager 構成ファイルのパラメータ「suffix.backup.label.with

.logs」を変更します。

たとえば’suffix.backup.label.with .logs=arc`の値を指定すると'_logsのデフォルト値が'_carc’に変更されます

バックアップに含めるアーカイブログのデスティネーションを指定していない場合、 SnapManager には、デ
ータベースに設定されているすべてのアーカイブログのデスティネーションが含まれます。

いずれかのデスティネーションに欠落しているアーカイブログファイルがある場合、 SnapManager は、欠落
しているアーカイブログファイルが他のアーカイブログデスティネーションにある場合でも、それらのアーカ
イブログファイルの前に作成されたアーカイブログファイルをすべてスキップします。

アーカイブログのバックアップを作成する際には、バックアップに含めるアーカイブログファイルのデスティ
ネーションを指定する必要があります。また、設定パラメータで、アーカイブログファイルをバックアップ内
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の欠落ファイルよりも常に多く含めるように設定できます。

デフォルトでは、この構成パラメータは* true *に設定され、欠落しているファイルを除くすべ
てのアーカイブログファイルが含まれます。独自のアーカイブ・ログ削除スクリプトを使用す
る場合、またはアーカイブ・ログ・デスティネーションからアーカイブ・ログ・ファイルを手
動で削除する場合は、このパラメータを無効にして、 SnapManager でアーカイブ・ログ・フ
ァイルをスキップし、バックアップをさらに続行できます。

SnapManager では、アーカイブログのバックアップに関して次の SnapManager 処理がサポートされませ
ん。

• アーカイブログのバックアップをクローニングする

• アーカイブログのバックアップをリストアする

• アーカイブログのバックアップを検証する

SnapManager では、フラッシュリカバリ領域のデスティネーションからアーカイブログファイルをバックア
ップすることもできます。

ステップ

1. 次のコマンドを入力します。

`* SMSAP backup create -profile profile_profile_name_{[-full｛-online |-offline |-auto｝[-retain｛-hourly |-

daily |-weekly |-unlimited｝][-verify]|[-data [[-files_[[_files]|[-unlimited |]-monthly]-tablespaces |-retain-abel-

daily. [-archivelogs [-label_label_][-comment_comment_][-backup-dest_path1_[,[path2]][-exclude-

dest_path1_[,path2]][-prunelogs {all|-untilscn _ untilscn _ un_untscn _ t }]-dest-dump_dest-des|-date-dest-

dest月|-dest-dest月|-dest-desprune dem |-dest-dprune de_date_date_date_date_date_date_date_datum}

～-dest-dprune }～-dest-dprune }～-dest-dprune }～-dest-dest～-dest-dest～-dest-des|-dest-dest～-dest

-dest～-dest-dese月～-dest

状況 作業

• オンラインとオフラインのどちらのデータベー
スのバックアップを作成するかを指定します。
SnapManager でオンラインとオフラインのど
ちらのデータベースを処理するかは指定しませ
ん *

オフライン・データベースのバックアップを作成す
るには'-offline’を指定しますオンライン・データベ
ースのバックアップを作成するには'-conline-'を指
定します

これらのオプションを使用する場合は'-auto’オプシ
ョンは使用できません

• データベースがオンラインかオフラインかにか
かわらず、 SnapManager がデータベースのバ
ックアップを処理できるようにするかどうかを
指定します。 *

-auto’オプションを指定しますこのオプションを使
用する場合は'--offline]オプションまたは—onlineオ
プションは使用できません
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状況 作業

• 特定のファイルのパーシャル・バックアップを
実行するかどうかを指定します *  Specify the -data-files option

and then list the files,

separated by commas. For example,

list the file names f1, f2, and

f3 after the option.

Windowsでデータファイルのパーシャル・
バックアップを作成する例

smsap backup create -profile

nosep -data -files

"J:\\mnt\\user\\user.dbf" -online

-label partial_datafile_backup

-verbose

• 特定の表領域のパーシャル・バックアップを実
行するかどうかを指定します。 *

--data-tablespacesオプションを指定し、カンマで
区切って表領域をリストします。たとえば、オプシ
ョンのあとにTS1、TS2、およびTS3を使用しま
す。

SnapManager では、読み取り専用表領域のバック
アップがサポートされます。バックアップの作成時
に、 SnapManager は読み取り専用テーブルスペー
スを読み取り / 書き込みに変更します。バックアッ
プの作成後、表領域は読み取り専用に変更されま
す。

例：パーシャル・テーブルスペース・バックアップ
を作成する

smsap backup create -profile

nosep -data -tablespaces tb2

-online -label

partial_tablespace_bkup -verbose

• 各バックアップに一意のラベルを作成するかど
うかを full_hot_mybackup_label * という形式で
指定します

Windowsの場合は、次の例を入力します。

smsap backup create -online -full

-profile targetdb1_prof1

-label full_hot_my_backup_label

-verbose
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状況 作業

• アーカイブ・ログ・ファイルのバックアップを
' データ・ファイルとは別に作成するかどうか
を指定します *

次のオプションと変数を指定します。

• -archivelogsアーカイブ・ログ・ファイルのバッ
クアップを作成します

• --backup-destでは’バックアップするアーカイブ
・ログ・ファイルの保存先を指定します

• --exclude-dest-除外するアーカイブ・ログ・デ
スティネーションを指定します

• -labelは’アーカイブ・ログ・ファイル・バック
アップのラベルを指定します

「-backup-dest」オプションまた
は「-exclude-dest」オプションのい
ずれかを指定する必要があります。

これらのオプションを両方ともバックアップととも
に指定すると’無効なバックアップ・オプションが
指定されたというエラー・メッセージが表示されま
すオプションの1つである-backup-destまた
はexclude-dest`を指定します。

アーカイブログファイルのバックアップを
Windows で別途作成する例

smsap backup create -profile

nosep -archivelogs -backup-dest

"J:\\mnt\\archive_dest_2\\"

-label archivelog_backup -verbose
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状況 作業

• データ・ファイルとアーカイブ・ログ・ファイ
ルのバックアップを一緒に作成するかどうかを
指定します *

次のオプションと変数を指定します。

• データ・ファイルを指定するための'-data’オプ
ション

• アーカイブ・ログ・ファイルを指定するための
-archivelogsオプションWindows でのデータ・
ファイルとアーカイブ・ログ・ファイルのバッ
クアップ例

smsap backup create -profile

nosep -data -online

-archivelogs -backup-dest

"J:\\mnt\\archive_dest_2\\"

-label data_arch_backup

-verbose

7



状況 作業

• バックアップ作成時にアーカイブ・ログ・ファ
イルのプルーニングを実行するかどうかを指定
します *

次のオプションと変数を指定します。

• --logprunsアーカイブ・ログの保存先からアー
カイブ・ログ・ファイルを削除するように指定
します

◦ 「-all」は、アーカイブ・ログ・デスティネ
ーションからすべてのアーカイブ・ログ・
ファイルを削除するように指定します。

◦ `-until -scnuntil -sSCN -指定したSCNまでア
ーカイブ・ログ・ファイルを削除します

◦ `-until dateyyyyy-mm-dd:HH:mm:ss`は、指
定された期間までアーカイブログファイル
を削除するように指定します。

◦ --beforeオプションは’指定された期間（日’

月’週’時間）前にアーカイブ・ログ・ファイ
ルを削除するように指定します

◦ --prune-destprune_dest1、[prune_dest2]

は、バックアップの作成時にアーカイブ・
ログ・デスティネーションからアーカイブ
・ログ・ファイルを削除するように指定し
ます。

アーカイブログファイルに対して
Flash Recovery Area （ FRA ）が有
効になっている場合は、アーカイブ
ログファイルのプルーニングを実行
できません。

Windows でバックアップを作成する際に、すべて
のアーカイブ・ログ・ファイルを削除する例を示し
ます

smsap backup create -profile

nosep

 -archivelogs -label

archive_prunebackup1 -backup-dest

"E:\\oracle\\MDV\\oraarch\\MDVarc

h,J:\\

" -prunelogs -all -prune-dest

"E:\\oracle\\MDV\\oraarch\\MDVarc

h,J:\\" -verbose

• バックアップに関するコメントを追加するかど
うかを指定します。 *

「-comment」に続けて概要 文字列を指定します。
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状況 作業

• 現在の状態にかかわらず、指定した状態にデー
タベースを強制的にバックアップするかどうか
を指定します

「-force」オプションを指定します。

• バックアップの作成時に検証を実行するかどう
かを指定します。 *

-verifyオプションを指定します

• データベース・バックアップ処理後にダンプ・
ファイルを収集するかどうかを指定します。 *

backup createコマンドの最後に'-dump’オプション
を指定します

例

smsap backup create -profile targetdb1_prof1 -full -online -force  -verify

アーカイブログファイルのプルーニング

バックアップを作成する際に、アーカイブログの場所からアーカイブログファイルの削
除を実行できます。

必要なもの

• アーカイブログファイルは、現在のバックアップ処理でバックアップする必要があります。

プルーニングをアーカイブログファイルを含まない他のバックアップとともに指定すると、アーカイブロ
グファイルはプルーニングされません。

• データベースはマウント済み状態である必要があります。

データベースがMOUNTED状態でない場合は'-forceオプションとbackupコマンドを入力します

このタスクについて

バックアップ処理を実行する際には、次の項目を指定できます。

• プルーニングの範囲：

◦ すべてのアーカイブログファイルを削除します。

◦ 指定の System Change Number （ SCN ）までアーカイブログファイルを削除してください。

◦ 指定された時間までアーカイブログファイルを削除します。

◦ 指定した期間が経過する前にアーカイブログファイルを削除します。

• アーカイブログファイルの削除元となるデスティネーション。
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アーカイブ・ログ・ファイルの削除が 1 つのデスティネーションで失敗した場合でも、
SnapManager は、アーカイブ・ログ・ファイルを他のデスティネーションから削除し続け
ます。

アーカイブログファイルを削除する前に、 SnapManager では次のことが検証されます。

• アーカイブログファイルは少なくとも 1 回はバックアップされます。

• アーカイブログファイルがある場合は、 Oracle Dataguard Standby データベースに送付されます。

• アーカイブログファイルは、 Oracle ストリームキャプチャプロセスによってキャプチャされます（存在
する場合）。

アーカイブログファイルがバックアップされ、スタンバイに出荷され、キャプチャプロセスでキャプチャされ
た場合、 SnapManager はすべてのアーカイブログファイルを 1 回の実行で削除します。ただし、バックアッ
プされていないアーカイブログファイル、スタンバイに出荷されていないアーカイブログファイル、またはキ
ャプチャプロセスでキャプチャされていないアーカイブログファイルがある場合、 SnapManager はアーカイ
ブログファイルを 1 つずつ削除します。アーカイブログファイルを 1 回の実行で削除するよりも、アーカイ
ブログを 1 つずつ削除するほうが短時間で完了します。

SnapManager では、アーカイブログファイルをグループ化してバッチ単位で削除することもできます。各バ
ッチの最大ファイル数は 998 です。この値は’smsap.config’ファイルの構成パラメー
タmaximum.archivelog.files.toprune.atATime’を使用して'998未満に設定できます

SnapManager では、 Oracle Recovery Manager （ RMAN ）コマンドを使用してアーカイブ・ログ・ファイ
ルを削除します。ただし、 SnapManager は、 RMAN 保持ポリシーおよび削除ポリシーと統合しません。

アーカイブ・ログ・デスティネーションからアーカイブ・ログ・ファイルを削除すると、アー
カイブ・ログ・ファイルの削除に失敗します。

次のシナリオでは、 SnapManager はアーカイブログファイルの削除をサポートしていません。

• アーカイブログファイルはフラッシュリカバリ領域にあります。

• アーカイブログファイルはスタンバイデータベースにあります。

• アーカイブ・ログ・ファイルは、 SnapManager と RMAN の両方で管理されます。

ステップ

1. 次のコマンドを入力します。

`* SMSAP backup create -profile profile_profile_name_{[-full｛-online |-offline |-auto｝[-retain｛-hourly |[-

daily |-weekly |-unlimited｝][-verify]|[-data [[-files_[files]|[-monthly |]-retain-daily. [-archivelogs [-

label_label_][-comment_comment_][-backup-dest_path1_[,[path2]][-exclude-dest_path1_[,path2]][-

prunelogs {all|-untilscn _ untilscn _ untn ,-dest-d]-dated-dump_dest-des|-dest-dest -date-months [-des|-

dest-dprune m*]-date]-dest-dest -date]-dest-dest -date]-dest-dest -dest-des|--until -dest-dest -date]-dest

-dest -date]-dest-des|-dest-dest -date]-dest-dest -dest-dest～}-dest-dest -dest date]-dest_ date]-
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状況 作業

• アーカイブログファイルをプルーニング * 次のオプションを指定します。

• -logprunsは’バックアップを作成するときにアー
カイブ・ログ・ファイルを削除するように指定
します

◦ 「-all」は、すべてのアーカイブ・ログ・フ
ァイルを削除することを指定します。

◦ 「-untilscn」は、指定したSCNまでアーカ
イブ・ログ・ファイルを削除することを指
定します。

◦ 「-until date」は、指定した日時を含むアー
カイブ・ログを削除することを指定しま
す。

◦ `-before `{months-days-wegs-hours}-指定し
た期間内にアーカイブ・ログ・ファイルを
削除するように指定します

• アーカイブログファイルを削除する場所を指定
します。 *

-prune-dest`オプションを指定します

アーカイブログバックアップを統合する

SnapManager は、重複するアーカイブログのみのバックアップを解放することにより、
バックアップを作成するたびにアーカイブログのみのバックアップを統合します。デフ
ォルトでは、統合は有効になっています。

このタスクについて

SnapManager は、他のバックアップにアーカイブログファイルが含まれているアーカイブログのみのバック
アップを識別し、アーカイブログのみのバックアップを一意のアーカイブログファイルを使用して最小限の数
だけ保持できるようにします。

アーカイブログのみのバックアップが統合によって解放された場合、アーカイブログの保持期間に基づいてこ
れらのバックアップが削除されます。

アーカイブ・ログの統合中にデータベースが shutdown または nomount 状態になると、 SnapManager はデ
ータベースをマウント状態に変更します。

アーカイブ・ログ・ファイルのバックアップまたは削除に失敗した場合、統合は実行されません。アーカイブ
ログのみのバックアップの統合は、バックアップが正常に完了し、プルーニング処理が成功した後にのみ実行
されます。

手順

1. アーカイブログのみのバックアップの統合を有効にするには、構成パラメータ「Consolidation」を変更
し、SnapManager 構成ファイル（SMSAP_CONFIG）で値を「true」に設定します。

11



パラメータを設定すると、アーカイブログのみのバックアップが統合されます。

新しく作成されたアーカイブログのみのバックアップに、以前のアーカイブログのみのバックアップのい
ずれかに同じアーカイブログファイルが含まれている場合、以前のアーカイブログのみのバックアップは
解放されます。

SnapManager では、作成されたアーカイブログバックアップとデータファイルのバックア
ップは統合されません。SnapManager はアーカイブログのみのバックアップを統合しま
す。

SnapManager は、ユーザがアーカイブログデスティネーションからアーカイブログファイ
ルを手動で削除した場合や、アーカイブログファイルが破損してバックアップが含まれて
いる可能性がある場合でも、アーカイブログバックアップを統合します。

2. アーカイブ・ログ・バックアップの統合を無効にするには’構成パラメータのConsolidationを変更し'

SnapManager 構成ファイル（SMSAP_CONFIG）で値をfalseに設定します

アーカイブ・ログ・ファイルの削除をスケジュールします

バックアップを作成する場合、指定した時間にアーカイブ・ログ・ファイルが削除され
るようにスケジュールを設定できます。

このタスクについて

SnapManager を使用すると、アクティブファイルシステムからアーカイブログファイルを定期的に削除でき
ます。

ステップ

1. 次のコマンドを入力します。

`* SMSAP schedule create -profile profile_profile_name_{[-full｛-online |-offline-offline|-auto｝[-retain [-

hourly |-weekly |-unlimited ][-verify]]|[-data [-files_[[_files]|[retain-dest]-comment [-dayaes]|daily. comments|-

retain-dest-comments|-backup-comments|-unlimited path1[、[path2]][-exclude-dest_path1_[,path2]][-

prunelogs {-all |-untilscc_untilscn |-before｛-date_yyyy-mm-dd HH：mm：ss _|-months_months|-

wex_unprune days |-dest_bunprune days |-prune days prune_dest2_]-schedule - name_schedule_name [-

schedule-comment_schedule_comment_comment]-interval｛--hour_|-weekly|-monthly_schedule

|onetimeonly｝-cronstring_string_-start -time｛_start_time_sunque_hh_yyyy_time｝-runm←asle_ユーザー
名-runm>名前>--runm<毎月実行時間<月_実行時間>

状況 作業

• アーカイブ・ログ・ファイルの削除をスケジュ
ール *

次のオプションを指定します。

• アーカイブ・ログ・ファイルのプルーニングを
スケジュールするには'-logprunsを使用します

• アーカイブ・ログ・デスティネーションからア
ーカイブ・ログ・ファイルをプルーニングする
には'-prune-dest’を指定します
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状況 作業

• スケジュール名を入力 * --schedule-nameオプションを指定します

• 特定の時間間隔でアーカイブ・ログ・ファイル
を削除するようにスケジュールします *

interval オプションを指定し、次の間隔クラスに基
づいて、アーカイブログファイルを削除するかどう
かを指定します。

• `-時間単位」

• 「-daily`」

• 「-weekly」と入力します

• 「-monthly」を指定できます

• 「-onetimeonly」と入力します

• スケジュール操作に関するコメントを追加しま
す。 *

オプションの後ろに概要 文字列を付けて'-

schedule-comment’を指定します

• スケジュール操作の開始時刻 * を指定します yyyy-mm-dd hh:mm形式で「-start-time」オプショ
ンを指定します。
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